
野木町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）（案）に係るパブリックコメントの結果について  

 

１．募集期間     令和７年１月１６日（木）～令和７年２月１７日（月） 

２．意見提出結果   提出者数  ２名   意見件数  ８件 

３．意見提出方法   文書提出  １件   メール提出 １件 

４．意見提出者    町内在住者 ２名 

５．パブリックコメント結果 

 

№ 頁 意見の概要（要旨） 検討結果 意見に対する考え方 

１ p7 

「（2）気候の概況」に関して、小山市消防本

部の表示であると、小山市のデータと読み取

られるので、図１－３の観測場所を明記すべ

き。 

修正いたします。 

Ｐ７「（２）気候の概況」の本文末尾

を「（小山市消防本部観測（2023））」

に修正します。 

２ p9 
「３．計画期間」において、長期目標につい

ても図１－７の右に加えてもらいたい。 

ご意見として 

承ります。 

本計画は 2025 年度から 2030 年

度の 6 年間であるため、目標年度であ

る 2030 年度までを記載しています。 

３ p9 

「４．推進体制」において、本文中「首長を

トップとし」は、図に合わせて「町長をトッ

プとし」に修正してもらいたい。 

修正いたします。 
図の町長に合わせて本文中の表現を

「町長をトップとし」に修正します。 

４ p9 

「４．推進体制」において、庁外体制（事業

者、NPO 等との連携）の構築の部分の関係

も図に加えて、連携のイメージを示された

い。 

ご意見として 

承ります。 

庁外体制は様々なケースが想定され

るため、個別の明記は難しいと考えら

れます。 

５ p10 

区域の温室効果ガスの現況推計の部分に

おいて、廃棄物に関しては小山広域保健衛生

組合構成の複数市町で広域処理を行ってい

る旨を明記すべきでは。 

ご意見として 

承ります。 

環境省公表データにおける一般廃棄

物の CO2 排出量は、「一般廃棄物処理

実態調査結果」の焼却処理量から、構成

市町ごとに推計されているため、本町

の 排出量相当分として捉えることが

できます。 

６ ― 

野木町の土地利用で約７％を占める森林

による、温室効果ガス吸収量の推計が未掲載

である。 

ご意見として 

承ります。 

森林による温室効果ガス吸収量の算

出根拠は、植栽、下刈り、除伐、間伐な

どの適切な施業を行った森林が前提と

なっており、本町にそれらの対策が行

われている森林を把握できないため、

未記載としました。 

７ ― 

SDG ｓと併せて必要な要素である

Society5.0 に関する記載がないので、改善

を要する。 

ご意見として 

承ります 

Society5.0 の概念は上位計画であ

る野木町総合計画において包括するも

のとします。 

８ ― 

地球は温暖化していないため、カーボンニ

ュートラル対策を行う必要なない。 

仮に日本の CO2 を減らしたとしても地球

温暖化対策に効果がない.。 

ご意見として 

承ります。 

本計画は、平成２８年に閣議 決定

された国の「地球温暖化対策計画」に則

して地方公共団体が作成するもので

す。 


